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2 Sπ が απなどを用いて表されている場合
tき と

ビぅ進うハが不―

診 注 この内容は, llI化 式の一種 と考 えて Type ⑮  とします

例 題 初項から第 π項までの和 Sη が
,

考え方 先ほども言いましたが,■ =αlです

①  まず始めに,αlを 求める Sπ =κ ―α″に

π=1を代入すると,Sl=1-α l

■ =街 なの■ o=1の よって,0=:
また,Sη+1=(κ +1)一 αη+1よ り,

Sη+1=(π +1)一 απ+1・・①
S″  =  π  ― αれ …②

① ―② より,Sη+1-Sη =1-α″+1+αη

Sη+1-Sπ =αη+1なので,αη+1=1-αη+1+α″

珍注 この解法を紹介すると必ず出てくる質問は,

さっきの問題では,π ≧2と して,S2-Sη lを計算したのに,なんで今回は,π の場合分けをせずに

&+1-Sれ を考えたんですか?こ の方がπの場合分けがなくて楽やから,さ つきの問題でも,S″+1-S″

を考えればよかったんじやないですか ?

'り

|テたよやヽ なたで2

というもの 確かにそう思うのも無理ないです 結論を延べます                   =ッ ?

きっきの問題は絶対にπ≧2と して,S2-S21を計算せねばならないが,今回の場合はどっちでもいい
 タ

試しに今回の問題をπ≧2と して,勁 ―Sη lを計算する方法でやってみます(当該個所だけ)     'マ ?

アタリマエです クわ
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αη+1~1=: (α π-1)
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Oκ ≧ 2の とき,

S″  =  π  ― αη …①
S,1=(π -1)一 αη l.②

① ―② より,S2-Sη l=1-αη+αη l

Sπ ―S″ 1=ら なので,αη=1-αη+αη l

気付いた人もいるかもしれませんが ,

Sη.1-S″ =α″+1か ら出てきた漸化式

αη+1=:%+:  (η ≧ 1)

と,Sη ― Sπ l=αη(π ≧ 2)か ら出てきた漸化式

αη==:α″-1+: (π ≧ 2)

は,全 く同じ漸化式です πの条件が異なるから,

漸化式としても異なるのかと一瞬思ってしまいます

が,初めの漸化式にπ=1,2,3,… を代入する

と,αlと α2, α2と α3, α3と α4, …の関係が得

られ,後ろの漸化式にκ=2,3,4,… を代入す

ると,oと α2, α2と α3, α3と α4, … の関係が

得られます つまり,両者の漸化式は全く同じ漸化

式であると結論できます

「漸化式とは項と項の関係を表す関係式に過ぎな

γ―ヽ うヽ
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い」という原点に立ち返つてください
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最後に応用問題を紹介しておこう

考え方 「ァレッ? S″ =αl+α2+…… +α″のはずなのに,ち よっと変   」と思うかもしれま

せん しかし,αl+2α2+…… +πα″が何らかの数列の和になっていることは確かです とすれば
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0 %αη=うれとおく

αl+2α 2+3α3+¨  十ηαη=bl+わ2+b3+¨ ¨̈ +う″

なので,7η =う1+う 2+ι3+ … +うηとおけば,

ところで,① において ,κ =1を 代入すると
,

ろ1=2・ 1=2と なり,う1=2に 一致する

よって,① はη≧ 1で成立する

わη=2π

したがって,%=与 =等 =2

■

珍注 ょぅするに,い きなりαηを求めるのでは

なく,παη=bん と置き換えて,Tη からみηを求め

るのです らηが分かれば,αηも分かります

珍注 結局,数列 {α″}は全ての項が 2で ある定

数列だったということです

(η ≧1)をみたすとき,一般項αれを求め

(2002年  京都大学前期文系)

Tπ =η (π +1)

となる

π=1の とき,う1=71=1× (1+
π≧2の とき,

らη=Tπ ― rη l

=η (κ +1)一 (π -1)22

=2% ……①
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1,(π -1)2α η

考え方 天下の京都大学の問題ですが,基本に忠実にやれば大丈夫です

①  (″ _1)2α″=sη …① より,

π2の+1=&+1… ②

②―① より,

κ2α″+1_(π -1)2απ=s″+1-Sη

″ αη+1-(π -1)2αη=απ+1

(π
2_1)α

π+1=(π -1)2%

(π +1)(%-1)α″+1=(π ~1)2α
η

よって,π ≧2の とき
,

%‖ =斜%0
したがって,          
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よって求める一般項 は

απ= {|てフfL¬ぅ  1券 ]:;

■

珍 注 (※ )ょ り,(π +1)πα″+1=η (π -1)αηと

すれば,π(π -1)αηは一定であることが分かるの

Qズπ―D%=か卜のよ%%=叛

`宅
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としても構いません

笏 この問題は文系用ですが, この年の理系は

次のような問題でした 意欲的な人は挑戦しよう
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数列{αη}がαl=1,ュ颯Sη =1,
π(π -2)αη+1=S″ (%≧ 1)を みたすとき,

一般項 αηを求めよ

(2002年  京都大学前期理系)

例 題  数 列 {αη}が αl+2α 2+3α3+… … +παη=π (π +1)を みたす とき,一般項 απを求め よ

り
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